
障害のある子どもの 
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次号(２０２６年２月発行,５３巻４号) 特集★障害児教育に携わる教師の主体形成における困難と展望（仮) 

第５３巻 第３号 （通巻２０３号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

注 

文 

書 

全障研出版部 FAX03-6265-0194 
〒162-0801 新宿区山吹町 4-7 新宿山吹町ビル 5F 

電話 03-6265-0193 FAX03-6265-0194 

★ホームページから注文できます www.nginet.or.jp 

□ 障害者問題研究５３巻３号 特集 障害のある子どもの意見表明権を考える（  ）冊 

□ 障害者問題研究（  ）巻（  ）号 特集              （  ）冊 

□ 障害者問題研究を年間購読します （   ）巻（   ）号より 

氏名              電話番号            

 

住所 〒 

 

連載◎実践に学ぶ 
●小学校特別支援学級の実践 

大阪・勝原未歩 

   ◎コメント 熊本勝重 

●児童発達支援センターの実践 

 広島・光野帆乃夏 

      ◎コメント 福武 馨 
 

連載◎ワイドアングル 

日本学術会議法 西垣順子 
 

動向◎「こども誰でも通園制度」をめぐって 

近藤直子 

全障研の理論と実践を結ぶ研究誌 

障害者問題研究 
 

 

定価 2,750円 
（本体 2,500 円＋税） 

年間購読(〒含)11,300円年 4回発行 

特集にあたって 山中冴子/日本における子どもの意

見表明・参加にまつわる全体的な動向●安部芳絵/

障害のある子どもの「意見を聴かれる権利」と保

育・教育実践●山中冴子・楠 凡之/障害のある子

どもの意見表明権と最善の利益とパターナリズム

●木全和巳/【実践報告】就学前の幼児の意見表明

権を保障した取り組みについて●栗山宣夫・栗原

志津恵/傷つきや苦しみを暴力で吐き出すしかない

子どもに思いを言葉にできる力を育む●田中博子/

子どもに訊きながら授業をつくる●鈴木輝子/生活

の中で様々に表れる子どもたちの願いに目を向け

て●小林達朗 
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子どもの view としての意見が聞き取られるとは。

子どもの思いをどう受けとめ、保育・教育内容や活

動をどう創るのかは重要な実践課題である。 

特集 

ネット注文 QR コード 

http://www.nginet.or.jp/

